
2025 MFJ ALL JAPAN ROADRACE CHAMPIONSHIP

@SdgMSOfficial @sdgrider SDG Co., Ltd. 

【 コメント 】
■JSB1000 ＃３ 水野涼選手

昨日の夜、チームのメカニックが遅くまでマシンを分解し、再チェックしてくれたおかげで、5分間のウォームアップ走行で
本来のマシンのフィーリングが戻りました。それでもマシンの状態を確認したかったので序盤は様子を見て、大丈夫だと
確信できたのでペースアップし、結果的に4位まで上がることができました。やっとトンネルの出口が見えました。次の岡
山は小排気量クラスの頃から良い結果を出しているコースなので、本来の調子に戻ったマシンで全力を出し切ります。

■ DUCATI Team KAGAYAMA 加賀山就臣監督

夕べ遅くまでメカニックが頑張ってマシンの再チェックをしてくれて、なかなか見えなかった出口にたどり着くことができた感
じです。再チェックしたマシンに、昨日のレース1で得たデータをフィードバックさせた結果が、レース2の走りに繋がったと
思います。気持ちよく走れるマシンをライダーに渡せなかったことは本当に申し訳なかったし、その状態に持っていくため
にメカニックに夜遅くまで作業を強いて、みんなでやっとたどり着けた出口だと感じています。たくさんのファンの方々にも
心配していただき、応援の声もいただきました。まだまだ我々の速さは、こんなものではありません。さらに皆さんの期待
に応えられるよう頑張りますので応援、よろしくお願いいたします。

全日本ロードレース第5戦オートポリス大会が、9月13日・14日に大分県・オートポリスで開催されている。
日曜日の早朝に、九州地方から本州にかけて線状降水帯が発生。サーキットは朝から強い雨と厚い雲に覆われて
しまった。結果的に視界不良からJ-GP3クラス、ST600クラスの決勝は中止に。しかし昼に天候は一気に回復。
サーキットを覆っていた厚い雲はなくなり、太陽も顔を出すコンディションとなった。
変更されたJSB1000クラスのタイムスケジュールは、朝のウォームアップ走行の代わりに5分間のセッションがレース前
に設けられ、14時20分から当初予定されていた18周から12周に減算され、スタートすることになった。時間の経過
とともに太陽に照らされた路面は乾いていく。
スリックタイヤでの走行となった濡れた路面が残る5分間のウォームアップ走行で、水野選手は2周目に1分56秒

014のタイムを出し、この時点での2番手に上がる。結果的に総合3番手でこのセッションを終えることになったが、やっ
と本来の位置に水野選手が戻ってきたセッションとなった。
12周という短い周回数でのレース2がスタート。水野涼選手はうまくスタートで飛び出し、1周目を8番手で戻ってく
る。2周目に1分49秒939をマークし、微妙に濡れている箇所があるにもかかわらず、予選で切れずにいた1分50秒
の壁を破る速さを見せた。上位陣がなかなかペースを上げられない中、安定して1分49秒台でラップし、時にはトップ
のライダーを上回るペースで走る水野選手。ラストラップには3位の背後にまで迫って表彰台が見えたが、前に出るま
でには至らず、4位でチェッカーとなった。

全日本ロードレース選手権 第5戦 オートポリス

【JSB1000 決勝レース2】
9月14日 天候：曇りのち晴れ コースコンディション：ウェット



2025 MFJ ALL JAPAN ROADRACE CHAMPIONSHIP

@SdgMSOfficial @sdgrider SDG Co., Ltd. 

全日本ロードレース選手権 第5戦 オートポリス

【Photo Gallery 9月14日】
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【9月14日 JSB1000 決勝レース2 結果】
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